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上
条 

「茅葺集落を訪ねて･･･」 
その１ 京都府南丹市美山町北 

 
美
山
町
は
京
都
府
中
央
部
に
位
置

し
、
日
本
海
へ
注
ぐ
由
良
川
の
上
流

部
に
あ
り
ま
す
。 

保
存
地
区
は
茅
葺
民
家
の
集
中
す

る
部
分
を
中
心
に
、
由
良
川
北
岸
の

集
落
お
よ
び
水
田
を
範
囲
と
し
ま

す
。
北
側
に
山
並
み
を
背
負
い
、
南

側
に
石
垣
で
固
め
た
階
段
状
の
屋
敷

地
が
連
続
し
、
そ
の
石
垣
や
主
屋
等

の
茅
葺
屋
根
が
特
徴
あ
る
村
落
景
観

を
織
り
な
し
、
周
辺
の
緑
豊
か
な
山

林
や
社
寺
な
ど
と
と
も
に
歴
史
的
風

致
を
形
成
し
て
い
ま
す
。 

 

【
伝
建
デ
ー
タ
】 

種
別 

 
 

山
村
集
落 

選
定
基
準 

（
三
） 

条
例
制
定
年
月
日 

 
 

 

平
成
四
年
一
二
月
二
一
日 

選
定
年
月
日 

 
 

 

平
成
五
年
一
二
月
八
日 

地
区
面
積 

 
 

 

一
二
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル 

保
存
物
件
数 

 
 

 

建
築
物 

 

六
八
件 

 
 

 

工
作
物 

 

七
件 

 
 

 

環
境
物
件 

四
五
件 

上：北集落の折り重な
る茅葺屋根 

下右：イギリスの茅葺
職人が葺いた屋根

下左：まるで昔話に出
てくるような民家

 
 



 今回は 10・11 号
の合併号として、
茅葺集落を特集
しました。今後も
他地区の情報を
紹介したいと思
います。 

「茅葺集落を訪ねて･･･」 
その２ 富山県・南砺市相倉・菅沼 ―小さな｢世界遺産｣― 

 

相
倉
お
よ
び
菅
沼
は
、
白
川
村
荻
町

の
合
掌
集
落
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
集
落
で
す
。 

 

相
倉
は
山
間
に
あ
る
集
落
で
、
石
垣

が
多
く
起
伏
の
あ
る
土
地
で
す
。
一
方

菅
沼
は
庄
川
に
突
き
出
し
た
舌
状
台

地
に
占
地
し
て
お
り
、
地
区
の
半
分
ほ

ど
の
広
さ
で
水
田
が
広
が
り
、
相
倉
と

比
べ
る
と
穏
や
か
な
土
地
で
す
。 

白
川
村
荻
町
集
落
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
小
集
落
で
す
が
、
コ
ン
パ
ク
ト

さ
が
魅
力
で
す
。 

東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
に
よ

り
、
と
て
も
近
く
に
感
じ
る
伝
建
地
区

で
す
。
白
川
村
荻
町
と
セ
ッ
ト
で
尋
ね

て
み
て
く
だ
さ
い
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デ
ー
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種
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四
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保
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物
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相
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六
七
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菅
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二
八
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工
作
物 

 

相
倉 

五
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

菅
沼 

二
件 

 
 

 

環
境
物
件 

相
倉 

八
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

菅
沼 

二
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相倉合掌集落 山間の郷のため、畑や水田と屋敷は道や石垣などによっ

て区切られています。石垣も集落の重要な景観です。 

 

菅沼合掌集落 庄川に張り出した台地にあるため、狭いながら平坦な集


